
令和７年１月２８日 

教 育 指 導 課 

 

令和６年度文部科学大臣優秀教職員表彰受賞者の決定について 

 

 「文部科学大臣優秀教職員表彰」実施要綱（平成18年9月20日文部科学大臣裁定）に基づき、 

学校教育の振興に関し、特に功績顕著な成果を上げた教職員として、２名の受賞者が決定され

たので、報告する。 

 

１ 受賞者 

Ｎｏ１  

所属・職名・氏名 駒繋小学校 主幹教諭 井上 光子 

表彰種別 
学校事務の機能強化や勤務環境の改善等、学校運営の改善における特に

顕著な成果 

功績概要 

ＩＣＴ活用教育の推進に寄与し、教職員の実践的な指導力向上に尽力し

た。そのことで、現在、児童の学びの必要に応じて、学校生活や学習、

行事等の様々な日常場面や家庭で、効果的にタブレットが活用され、児

童主体のクリエイティブな学びが実現している。 

 

Ｎｏ２  

所属・職名・氏名 瀬田中学校 主幹教諭 山口 七絵 

表彰種別 学習指導における特に顕著な成果 

功績概要 

キャリア・パスポートの書式を策定し、三者面談等で活用することで、

生徒について保護者や教員が共通して理解が深まり、本校のキャリア教

育が推進した。 

また、特別な教科「道徳」の校内研修を企画・運営することで、円滑に

道徳授業を実施し、評価についても適正に行った。 

音楽科や吹奏楽部の指導についても、自己の授業改善を図ることで、演

奏の完成度を高めている。 

 

 

２ 表彰式 

令和７年１月１７日(金) 午後２時００分～午後４時００分まで 

 東京大学・安田講堂（東京都文京区本郷７－３－１） 
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≪参考≫ 

「文部科学大臣優秀教職員表彰」実施要綱 

第２条 教職員に対する表彰（次項の若手教職員等奨励賞及び次条第２項の社会に開か

れた教育実践奨励賞を除く。）は、全国の国立学校、公立学校又は私立学校（大学

及び高等専門学校を除く。以下同じ。）の教職員であって、次に掲げる要件を満た

す者に対して行う。  

一 現に教職員であること。 

二 推薦年度の４月１日時点において、教職員経験１０年以上かつ原則として５０歳

未満の者であること（ただし、当面の期間は、特別の事情がある場合には この限

りでない）。 

三 原則として、既に推薦者による表彰を受けていること。表彰制度が設けられてい

ない場合は、表彰に準じる評価を得ていること。  

四 勤務実績良好かつ過去に懲戒処分等の罰を受けていない者であること。 
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